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こ 拶挨

今宵は、お忙しい中をご来場いただき、団員―同厚くお礼申し上

げます。東京アマデウス合唱団は、1980年の創立以来、WAモ ーツ
ァル トの作品を中心にはば毎年 1回の演奏会を行つてまいりました。

今回で、18回目の定期演奏会を開催する運びとなりましたことは

毎回続けてご来場を頂いております方々の熱心なご声援に加え、ひ

とえに本日ご来場の皆様方の温かいご支援の賜物であり、団員―同

心から感謝いたしております。

本日は、前半にドメーニコ スカルラッティ、後半に」 Sバッハ
と、同じ1685年生まれの二人の作曲家の作品を演奏いたしますが、

これは、団員が、結婚や転勤等種々の事自からかなり少なくなった

ことを考慮し、昨年より、やや小編成の曲を演奏するべく企画した

ものであります。

演奏会の費用や人員、練習時間の確保に苦しみながらも、指導者

の熱意と団員の努力によって、なんとか本日を迎えることができる

こととなり、団員の一人一人が力を出し切って、今回の演奏会を成

功させたいと、心から願つている次第です。

本日の演奏が皆様の心に、何がしかの印本の一滴を投げ込むこと

ができますれば、私どもにとつてこの上ないよろこびであります。

秋の夜の一刻を東京アマデウス合唱団とともに、ごゆつくりお過ご

しください。

1998年 10月 24日

東京アマデウス合唱団

団長  柿 沼  督



The Program

第 ′ステージ ……………………………………………………………

ドメーニコ・スカルラッティ

(Domenlco Scarlatt■ 1/1685～ 1757

●Iste Confessor「 この主の証しびと」

●Missa QuatuOr Vocum「 四声ミサ」

《休   憩》

第 2ステージ ーーーーーーーーーーーーー…………………………

ヨハン・ゼバスティアン・バッハ

(」Ohann Sebastian Bacll1//1685～ 1750

●町 五e― Ch五ste,du Lamm Gottes(BSヽ33a)
「キリエーキリストよ、神の小羊なる君よ」

●Kantate Nr 196//Der Herr dentt an uns

カンタータ 196番「主は我らを御心に留めて」(結婚カンタタ)

●Kantate Nr 61/Nun komm,der Heiden Helland
カンタータ 61番「いざ来ませ、異教徒の救い主」

(待降節第一主日のためのカンタタ)



今回の演奏曲目について

Iste Confessor Domlllノ / Domenico Scarlatti

ドメーニコ・スカルラッティ (16851757)は十六歳で父アレッサン

ドロが楽長を務めたナポリの宮廷礼拝堂のオルガン奏者になりました。

作由はすでにその頃から始めていたようですが,作品は現存していま

せん。父の影響下を離れて一人前の音楽家として歩み出したのは 1709

年からローマでポーランド女王マリア・カシミーラに仕えた時からで ,

この曲が書かれた時,彼はヴァチカン駐在のポルトガル大使フォンテ
ス侯爵に仕えていました。作られた目的ははっきりしませんが,1715

年4月 11日 の聖レオの祝祭と遺骸の移転の時は,聖ベトロ聖堂の参事

会員全員が,多くの歌手達とともにこの讚歌を歌いながら通りを行進
して行った,とカークパトリックが書いています。そう言えば, この

曲は聖歌でありながら2分の2拍子のパストラーレに似た穏やかな行

進のリズムを思わせるところがあり,五節の歌詞が比較的短い同じ旋

律で繰り返され,そのうち三節がユニゾンでうたわれるのは,行進の

時に歌いやすく, しかも覚えやすいように単純なスタイルにしたのか

も知れません。

M ssa Quartuo「 Vocum/Domenico Scar atti

フォンテスに仕えたドメーニコは,1719年からリスボンの総大司教

のいる礼拝堂で楽長を務めるようになり,国王ジョアン五世の公女マ

リア バルバラと弟ドン・アントニオのハープシコードの教師を兼任
したことから,公女がスペイン皇太子フェルナンドと結婚し,1728年

に彼も随行してスペインのマドリードに渡りました。そして,そこで

没するまでの約 30年 ,その宮廷の家来としていわば無名の生涯を送る

ことに成ります。この無伴奏四声の卜短調ミサは 1754年 マドリード
で書かれたものです。それが,王室礼拝堂の合唱曲集の一つに写し込

まれていたことによって,今日かろうじて知られるようになりました。

由はバロックの時代としては古風なスタイルでできていますが,器楽

的なリズムらしいものは随所に見られ,ハーモニーの構成も特徴のあ



るものです。特に半音を使った十字架の苦難を暗示する 《Et

incarnatus est》 の動きは,注目に値するものです。

Ky「 le  BWV233a// Oohann Sebastian Bach

ヨハン ゼバスティアン・バッハ (16851750)は ,終始プロテスタ
ント教会で音楽家としての職務を続けて来ましたが, ライプチヒ時代

に 1733年 ドレースデンのザクセン選帝侯フリードリヒ アウグストニ

世に贈った口短調ミサと,ほかに教会の日曜 祝日礼拝に必要な音楽
として4つのKyrieと Gloriaから成る短いミサ曲 (4ヽミサ)と三曲の

Sanctusを後世に遺しました。口短調ミサについては演奏の機会が無

かったとする説と選帝候の即位を祝うプロテスタント礼拝で演奏され

たと推測する説に分かれますが,Kyrieと Gloria,Sanctusは ネし拝の

必要から生まれたものでした。しかし,こ こに演奏するKy,ie BW233a

は早い時期,おそらくヴァイマール時代に作曲したもので, ライプチ
ヒ時代の K、 rie― Gloriaミ サ BWV238はこれを改訂して Gloriaを加え

たものでした。BW233と違う最大の特徴は,ラテン語式文と並行して

ソプラノで礼拝に使われる ドイツ語典礼聖歌 《Christe du Lam

Gottes》 (ルター作)が歌われることです。これを組み合わせたバッ
ハの意図が,礼拝の対象を十字架上のキリストに向けようとするプロ

テスタント信仰から出ていることは言うまでもありません。BWV233は

この歌詞を使わず,ホルンとオーボエで演奏します。

カンタータ De「 Herr denket an uns BWV196/」 ohann sebast an Bach

バッハがミュールハウゼンで聖ブラジウス教会のオルガニストを務

めていた時代の作品で,初演は 1708年 6月 5日 アルンシュタットの
牧師ヨーハン ローレンツ シュタウパー (バッハが最初の妻マリー
ア バルバラと結婚したときの司式者)と レギーナ・ヴェーデマン (バ
ルバラの叔母)の結婚式のために書かれたと推定されています。伴奏
器楽は弦楽器のみの小編成で,室内楽風にまとめられています。導入
のシンフォニアは続く合唱の主題を発展させたものですが,長調の旋
律が奏でるリズムはキリストの十字架への歩みを象徴するときに使わ

れるのと同じで,キリストの贖罪による憐れみが表現されているよう



です。続く合唱は,音楽全体がシュヴァイツアーの指摘した主題に基
いて喜びそのものを明るく,軽快に表現します。歌詞は詩編第 H5編

第 12節を使用していて,「アロンの家Jは牧師の聖職にあるシュタウ

パーの家を意味するのでしょう。ソプラノのアリアはユニゾンのヴァ

イオリンの旋律に乗つて続く第 13節を歌い,男声による二重唱が第

14節,そして終由の合唱が第 15節を歌って結婚する当事者達への主
の祝福を祈ります。歌.・Jは聖書そのままではなく,時には

'1」
を使

って感情ゆたかに歌われています。

カンタータ Nun komm.der He den Hei:and BWV61

//」 ohann Sebastian Bach

バッハは 1708年 6月 ,Bm7196を初演した直後にヴァイマルの宮廷

オルガニストに転職して,そこで宮廷のために四週間ごとにカンター

タを作曲する義務を負うことに成ります。この曲は 1714年 12月 2日 ,

待降節第一日曜日の礼拝のために書かれました。歌詞はE ノイマイ
スターがその年に作成したもので,バッハのカンタータの中でも最も

よく知られている作品の一つです。序曲は弦楽の奏でるフランス風序

由に乗って待降節の聖歌 《Nun komm der Heiden Heiland》 の第 1節が

歌われます。その旋律が原曲よりもやや哀しみを帯びているのは,キ
リストの十字架と降誕への期待が重なってイメージされているからで

す。続いてテノールのソロがキリストの受肉を喜ぶレチタティーヴォ

を歌い,主を迎え入れることによって教会の新年の営みが祝福される

ように祈るアリアヘと移っていきます。そして,キ リストの声を表す
バスのレチタティーヴォがヨハネ黙示録第 3章第 20節をう歌い,キ リ

ストを私達が受け入れることを促します。すると,ソ プラノのアリア

が戸を叩くキリストの要請にしたがって心の扉を開く意思を歌いあげ

ます。歌詞のなかの 〈Staub und Erde〉 (塵と土)は,創世記に神が

'土
(アダマ)の塵」で人 (アダム)を造られたとあるのに基いてい

ます。終曲合唱はフイリップ ニコライの有名なコーラル 《Wie schon
leuchtet Morgens,ern》 の第 7節後半を歌い,ソ プラノに原曲の旋律

が現れます。

(野口 碩)
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東京芸術大学学慧 同大学院すL芸大定期演秦会のプラームス「ドイツレク
イ功 でソリスト|ごヨ調時uL在学中から、ベートーベン r-6j
,多 くら滲曜書のソリスト勧 る。92年1_は独ライブチヒ聖トーマス教
会において H,ロッチュ指揮によるカンタータネじ諭出にソリストとして出演し

た ま中 から在籍している芸力 ッヽ′勁 )タータクラプ0ま 多年1軌
り演奏委員長を務める

一

Rフィッシヤー、Pnフッテンロッ′‐ 、

9mlll貞夫|こ 宗教音楽を月に

―

氏口靡ヨ 珈曇 宗教音楽

研究会合唱日、

―

団壺齢覇酪 87年から当御昌国の指導に当っている。

蒻 ヨ 秋 諸 業 同欄 醐 臨 紙 帥 雲 ― ― リリ

アーナ ポ‐り、イアン ハニマンの各氏口躍無 彬討11県立音楽堂主催新人演
奏会で繊 を剰鳳 同県立音楽堂の推薦音楽会に出露 NIIK TMリサイ

"Иに出濾 現在|ル ッヽハ コレギウム ジャバンに所属し、合唱 ソロを務め乱
宗教作品のソリストとして舌動を行つていも 川崎市民オペラ剣記

―

同大学囲す孔 イタリアのマチェラータ大学

に留乳 バロック露 0様式 唱法a争団腐は 宇田月偵味の両氏日乖裏 94,
%,"年 の夏にはイタリアのウルビーノで古楽講習会に参加 し、
RIB― CヽLabRAlewn■■alらに家 υ まヽスアヽ お スヽ ノヽッ′ヽ ‐
ツァルトなどの宗教山吸び 晴勁」のソロを務める。またダ ガリアーノのオペ

ラ「タフ杓 に出演するなど、イタリア ′`ロックをレノ‐ トリーとし醸 舌

動も行つている。カ レープ「レ カマラード」のメン ¬ヽ

―

ビアノを融毒富tス クラリネットを千葉国失 室内楽を

細野孝興の各氏I●罪島

"レ

ガンわ引まどきを今井奈結子氏leける。カ レガン、
趨 鮨自のは

'御
計まま ピアノ伴薫 仙 と幅広く潰魏 電荷浴キリスト

勧 囲 ニスト。日本
"レ
ガニスト協会会見 日本

"レ
ガレ研究会剣亀 当

合唱団練習ピアニスト。

テノつレ

中嚇

力 防 ン

2嘩

弦  楽 VIl l中藤 VL2棚 l膳澪≒ Ъヽl測鴫彦気 Lヽ2-il
t製勁″貯ヽKb柳澤智之

ネ泉/マテウス合唱団

ツプラノ 大久側レミ子ヽ 動 叶じλ 出団1騰魚 永瀬久i憫 お|ヽ

前

アフレト 相澤美ヒ 伊藤正i加 藤尚承 重泉秀豫 鈴木寿慰 辻 敏i
鋳

テノつレ伊原 な 片岡 繁 土屋演悌 吉同
バ  ス 稲 哲、篠原茂騒 野口 碩



歌 詞 対 訳

Isto Con fcsSOr〈 この 1の

'I人

)Do■●nico Scarlatti

I.
lstc Corlcssor Do!in i.

plcbs cujus celebr.l pcr orbcn,

sccrera scandere cacli.
z.
Aui oius,D.udens,huEi I is.
Dudicus. sobrius,castls rnit
cr quicrus vita,du! prcssens
loscr.vi ! cjus corDoris artus.
3.
ld sac.u! cujus luouluh Itequenler,
ncDbra Iansuc,iun Dodo sanita.i,
quo I ibcr norbo fucrin! sraiata. rosti ruuntur.
1.
Undc ntrnc nostcr chorts in honor€!
ipsius hylnlt canii nunc Iibcntur'
u! Di is .jus !e.i1is
juvelur oone pcr acru!.
5.

qui,suDra cacli residcns cacucn.
rorius rundi lachina guhcrnai

Missa quatuor vocum(四 声 ミサ )

l Kyrie

Kyrie eleison
Christe eleison
Kyrie elei`on

2 Cloria

(Cloria in excelsis,eo〕 (グ レゴリオ聖歌 )
Et in terra pax hominibus bonae voluntatis
taudanus te
Benediciコ us te

Alormus te
Clorificamus te
Cratias agimus tibi propter magian gloria口  tuan
Donine peus,Rex caelestis Deus Pater o口 nipo tens
Doコ ine Fili unigenite,
Jesu Christe
Domine Dets Agnus Del.Filius Patris
Qui tollis peccata mundi.■ iserere nobis

Qui tOlliS peccata mundi,
suscipe deprecationem nostra■

Qui seles ad dexteram Patris,miserere nobis
Quoniam tu solus Sanctus
Tu solus 'ominus
Tu solus Altissi口 us,Jesu Christe
Cum Saneto Spiritu in gloria De' Patris
Amen

この 11の 工人 (あ かしびと)

■

"さ
れし祝『!を

tのヽこそつて祝い祭る
この日のでたくみまかりて

(こ の llと )“てられ 人にのぼり給えり.

この人は信深く ゆく 心低く
惧み渡く、節制をすり、行いlLし く

贅らかなる′Lき ざまは 苦しみの1'に も
おのが身体のよ体を働かせリ

彼のWな るネに■が
'つ
どへば

"め
る肢体もたちどころにltや かなり.

いうこにてヽに

“

まきるるも査さる.

されば,寺■ま隧は番れによりて
おのが贅美の歌をうたい かつyぼる
信沢きこの人の

"(い
きお)に よりて

我●全てものとこしえにVば るる0え に.

あの世にて■いあらんことを

0と 力のあらんことを.
もうもろの人を越えて頂きに生し

,て の世,をつくりわめ
二つにして一つなるたヤによりて

ア‐メン

Domenico Scarlatti

主よ、あわれみ給え。
キリス トよ あわれみ綸え.
主よ、あわれみ I.・え。

いと高き処には栄光 神にあれ。
そして地には平和 苦意の人々にあれ .
汝をほめたたえまつる。

茨を拝みまつる。

次をあがめまつる。

法の栄光をたたえまつる。

法の大いなる栄光のゆえにわれら感謝 しまつる。
神 即ち天の工 全能の御父にます神なる主よ
御ひとり子なるこよ、

イエス キリス トよ。

神にして 神の小羊 御父の御子なる主よ。
世の罪を除き給う君 我らをあわれみ t.・ え.
世の罪を除き給う君

我らの数 しの願いを受けいれ綸え.

御父の右に座 し始う言 aら をあわれみ給え。
汝のみ聖なる君にませば .

汝のみ主なり.

汝のみいと高し イエス キリストよ。
御父なる神の米光のうちにいます聖霊とともに.
アーメン。



3 Credo

(Credo in unti Deum,)(グ レゴリオ聖歌)      ,は 信ず 唯―の神を、
Patrem omnipotentem,              全能の御父を、
facterem caeli et terrac.           天と地の造 り主を、
v sibilium omnium,et invisibiliu皿        全ての見ゆるものと見えぎるものの造り主を。

Et in unutt Dominum Jesum Christu皿         そして,ら の主イエス キリス トを信ず、
F■ iШ Dei unigenitun              ひとり子として生まれおいし神のコ子を.
Et ex Patre natum ante oEnia saecula       御父よりよろずの世の前に生まれおいし御子を.
Deum de Deo lじ men de lumine            神より出で し神、光より出てし光を
Deu verm de Deo vero             まことの神より出でしまことの神を.
Cenitum non factum.consubstal tialem P■ ri:    造られず して生まれ給える 卿父と一体なる君を.
per quem o血nia Facta sunt            全ての造られ しものその君より成れり.
Oui propter nos ho■ nes,             その君我ら人類のため、

et propter nostram salutem descendit de cacli 我 らの救いのために天より降り給う.
Bt incarnatus est de Spiritu Sancto       そして聖霊により受肉し給い、
ex Maria Virgine:                処女マリアより出で、
Et ho口 o factus est                    人と成 り給えり.
Crucifixus etim pro nObis:            我らのために十字架にさえつけられ給えり。
sub Pontio Pilato passus,            すなわちボンテオ ピラトのもとに吉しみを受け、
et sepultus est                 葬られ給えり.

et resurrexit tertia die,            そして三日目によみ返り給えり
secundw Seripturas               聖書に従いて .
Et ascendit in chelu■               そ してスに昇 り給う。

sedet ad dexteram Patris            即ち御父の右に座 し給う。
Et iterum venturus est eu口 gloria        そして栄光とともに再び来たり給わんとす
jせdicare vivos et,ortucs:           生けるものと死せるものをさばき給うなり。
Cu,uS iCgni non erit Finis           されば その君の工指は■むこと無からん。
Et in Spiritum Sanctum.Do口 inu口          旦つ主にして

et vivificante■ :                 生命をおう聖要を信ず .

Oui ex Patre Filiooue procedit            そは卸父より御子に現れ給う。
Qui cum Patre et Fi1lo simul adoratur.      そは仰父と御子とともにあがめられ
et conglorificatur               たたえらるるなり。
qui locutus est per PrOphetas         l,ち そは預言者達により言い置かれじ所なり。
Bl unam smetam catholicao            そして一にして聖なる公数の
et apostolicШ  Ecclesia口            ■つ使徒継承の教会を信す。
Confiteo r unutt baptisma              我は一つのパブテスマを認む、
in remisslonem peccatorum             罪の赦しの時に。
Ct exspecto resurrectionem mortuorum       そして死せる者のよみがえりを望む。
Ct vittt venturi saeculi             俯せて来らんとする世の命をも。
A■en                                                アーメン.

4 Sanctus
Sanctus Sanctus,                 聖なるかな 聖なるかな
Sanctus Dominus Deus Sabaoth          聖なるかな 万軍の主なる神 .
Pleni sunt caeli et terra gloria tta       汝の栄光夭と地に満てり.
Iosanna in excels s                いと高き所にホサナ (歓 呼の言葉 ).

5 Bcnedictus
Benedictus qui venit in nomine Domini       ほむべきかな 主の御名によりて来たる者 .
Hosanna in excelsis               いと高き所にホサナ .

6 Agnus Dei
Agnus Det,qui toli s peccata mun● :        世の罪を除き給 う神の小羊よ.
miserere nobis                 我らを憐れみ給え .
Agnus Dei.qui to:lis,eccata mundi:        世の罪を除き給う神の小羊よ.
dona nobis pacem               我らに平安を与え給え.
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カ ン タ ー タ    ■ 9 6番  (■

“

カンタータ)
Dcr ::crr dcnkot an uns   」。hann scO‐

=:an 3aで
ヽ

1シ ンフォニア ('ァイオレ ヴィル チェ,ルレススオルI1/1,11)

2合咄〈苺

“

11512に よる〉
De r[le r,denlct an o■ s und sognct uns       i:は ■らを口0に留めて掟

“

し給う.
1,scgnet dts laus ls,te,            ■はイスラエルの家を■ヽし
。,scgno,das‖

`usヽ
ron           アロン (ュ ダヤ大策司)の

“

を祝ヽし綸う.
Dor]crr denket an■■s               tは ,ら を口心に8め綺う |

3ア リア (ツカ′著薔 li5:3に よそう
0,so口 et die den lcrri rurchι cn         餞は■をぶるるものを

“

‖しおう
bcilo.Xloinc und Cr。 3。             小さきも大いなるも

4二 ■11(ラ′‐ルイス薔● l1514に よる)
ヽ ,ilerr s。8'C euch               tが 汝らを屁ヽし給わんことを、
de,Ic r,sc8■ C CuCh ic●chr und■●ヽr      モポ汝 ら,い よいよ

“

福し始わんことを
ooch unl oure K[■ lor              まらとまらの子らを
,c,Io,r sogne euch!               主が汝らを祝格し給わんことを!

5合嗜 (■日 115[5に よう)
lhi scid dic Ccscgncten dcs lcrin!        汝ら tの■ヽを受くるものにてあれ !

“

rl:o口 ol und E●
`o80●
aCht hat        天と珀をiり 綸えるよなれば.

|卜 ,seid dic Ccse口 cten dcs ler,1!        ユら tの 祝極を受くるものにてあれ !

A●o,1                             7-メ ン.



力
‐ タ ータ    6 ユ 疑H待降

“
"―

i日 のためのカンタータ)
Nun  komm. dor  IIci den  lle i l and  Johann Sebastian 3ach

:′´山 (ルター4詢行降師聖歌昴―節にム:づ く
'11)(Nun koロ ェdc,Iciden lciland          いぎ来ませ 興邦人の救い■

lc,Jtngfrauen Kind o,kann t          拠女の子と知らるるものよ
dcs(da3)sich wundert a o lcit        その1'を 10は こでつてあやしめど
Cott so ch Gcburt iト ロbostc!t〕        神はかかる出生を彼に求め給う。

2レ チタティーヴォ(フ ル)
,o,Io;1加 d ist geヽ o珈o,            枚い主は来ませリ
hat unscr ar,cs Floisch und B]ut       我らのいやしき内と tlを
an sicヽ  g卸 oロロo■                            自ら取りて
und nittet uns zu D]u tsverwandten翻      我らを血線の者として受人れ船えり.
Oa!]o「 hOchstes Gut,              おお r●Jに も餃るめてたさよ
was hast du nicht an uns rtan?       汝  我らにl●jを なさぎりしや?
18s tust du,icht noch taglich tt do■ Deinon? 今なお曰々仰身の血線のイ らにtJを なさぎるや?
Du k前■st und last`ein Licht         汝来続いて御身の光を
■it vone■ Segcm scheinen          ありあまる祝福を以て,か し給えるを,

3ア リア (テ′1〉
Ko●■」osu ko口 n ιu do[nc,綺 rchc        来ませ イエスよ 御身の改会へ来給いて
und gib e n solig● ouos Jahil         こよなく幸ある新 しきイFを Жみたまえ.
3c,ordro deines Nttons Ehro                次の御名のなれを涎び
o,ヽalte dio 8osunde tehre          掟全なる教えを守リ
und seae Kanzel und Λltarl          鋭教迪と祭菫とを祝●したまえ |

(口 頭の二行を摯 り返します)

4レチタティーヴォ (スス【お,Aネ
=メ
離3,20勁ゆ

〔S che ich stohe Vo,Oo,10,         見よ われは戸の外に立ちで
und klopre an                                   ll,く 。
So,c,andコ 。inc Stiュ ロo卜61o■ ,i rd       されば、だれにてもつが声をllき て
und die l● aoftun                 戸を口くれば
zu de口  wemo ich eingohen                      我人つて
und das Alo,dmahl n t hn haltc,       彼と夕食を共にし
und or oit,Ⅲ 〕            復も

'と
かくなさん。

5 アリア (ソフシ )
0「nc tich口 ol■ g`nzes lerzo         閲けよ つが

'き
心

Josus ko,ュ t und z ohct● ■          イエスのな来たり綺うて 人りなわんことを。

3in ich g eich nt,staub und Erdo       たとえ われ理と上に通ぎずとも
‖〕|。 ,● loh loch僣 cht vo,s∞,hn       われを軽んじ綺うこと無からん
scine lust an mir′ o sohen          彼の御意はわれと会いて
da8 ich set,c iohnung werdc         われ復の住まいと成ることなれば.
O wie selig wc,0¬ ch sein           おお われ●と■せなることか !

6コ ラール (フ ィリップ ニコライのコラール第¨ 後半)
A■ on A■ o■                           アーメン アーメン.
Ko● o du schO■ oF,cudenkronc          来ませ、うるわしき,びのによ
0]oib nicht tang。 !              とくやどり給え !

Dc ncr wait ich oit Verlangen         われは汝のもの 心より,みて汝を,つ .

(.R/野口 碩)
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